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琳晰う，こ購力ヽ↓ナ嘉張御親識妙刺蜘脇

よ
る
若
者
労
働
者
の
定
着
と
、

Ｕ
タ
ー

ン
就
職
の
推
進
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

Ａ

範
昨
ば
隆
鋼

製

酸

新

動

晴

一

段
と
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
。　

一
方
、

大
学

へ
の
進
学
率
が
高
く
な
り
、

新
規

高
等
学
校
の
就
職
率
も
年
々
減
少
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、

企

業
誘
致
な
ど
に
よ
る
若
者
労
働
者
の
定

着
や
、

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
の
推
進
に
つ
い

て
は
、

県
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
浜
と
協

力
し
な
が
ら
、

市
内
企
業
が
必
要
と
す

る
新
規
労
働
力
の
確
保
の
た
め
、

就
職

情
報
を
積
極
的
に
提
供
し
、

管
内
就
職

の
促
進
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、

県
に
お
い
て
も
東
京
、

大
阪

の
事
務
所
に
福
井
Ｕ
タ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
県

内
企
業
の
関
係
情
報
の
提
供
お
よ
び
就

職
相
談
を
実
施
し
て
い
る
拘
本
市
と
し

て
も
、

関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
な

が
ら
、

地
元
一層
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
努

力
し
た
い
。

Ｑ
財輝球搬輝響鵬Ｆ押親肘と雅柳

の
小
浜
市
の
ソ
フ
ト
面
と
ハ
ー
ド
面
に

つ
い
て
の
取
組
み
状
況
を
お
尋
ね
す
る
。

Ａ

識
略
継
師
憾
触
が
研
難
離
報
博
蝶
陶

と
な
る
重
要
調
査
の
分
析
を
行

っ
て
い

る
。
こ
の
デ
ー
タ
ー
を
も
と
に
、

介
護

保
険
事
業
計
画
策
定
委
員
会
の
提
言
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、

サ
ー
ビ
ス
ニ
ー
ズ
、

基
盤
整
備
の
計
画
、

事
業
費
の
見
込
み

等
を
中
心
に
事
業
計
画
を
策
定
す
る
。

ま
た
、

介
護
認
定
審
査
会
に
つ
い
て

は
、

「
高
齢
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
体
制
整

備
支
援
事
業
モ
デ
ル
事
業
」
に
よ
り
準

備
を
進
め
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
の
対
応

に
つ
い
て
は
、

十
二
月
補
正
で
電
算
シ

ス
テ
ム
の
導
入
費
を
計
上
し
て
い
る
。

広
域
的
な
取
組
み
に
つ
い
て
は
、

現

在
若
狭
五
市
町
村
で
介
護
保
険
制
度
の

円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
、

情
報
交
換

や
調
査
研
究
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。

施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

介
護
保

険
事
業
計
画
で
は
五
年
間
を
ス
パ
ン
と

し
た
各
年
度
に
お
け
る
施
設
介
護
に
か

か
る
サ
ー
ビ
ス
の
エ
ー
ズ
見
込
量
を
把

握
し
、

施
設
の
整
備
計
画
を
立
て
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
委
員
会
の

議
論
や
意
見
を
踏
ま
え
、

平
成
十

一
年

の
夏
頃
に
は
サ
ー
ビ
ス
の
エ
ー
ズ
見
込

量
が
ほ
ぼ
把
握
さ
れ
、

こ
の
デ
ー
タ
ー

に
基
づ
き
施
設
の
規
模
を
把
握
す
る
こ

と

に
な

る
。

ま
た
、

施
設
計
画
に
つ
い
て
は
、

保

健
福
祉
圏
域
か
ら
み
た
適
正
な
ベ
ッ
ド

整
備
を
進
め
る
必
要
も
あ
り
、

県
の
調

整
作
業
も
経
る
中
で
具
体
的
な
整
備
計

画
を
詰
め
る
こ
と
に
な
る
。

〔ｕ雌赫桁政の充実についてお尋ね

①
若
狭
地
方
の
医
療
施
設

（病
院
、

病
床

等
）
の
現
状
に
つ
い
て

②
福
井
県
保
健
計
画
に
よ
る
嶺
南
地
方
の

病
床
不
足
の
解
消
策
に
つ
い
て

③
へ
き
地
中
核
病
院
と
し
て
の
公
立
小
浜

病
院
の
使
命
、

役
割
に
つ
い
て

Ａ〔胞繭婦は弗吋韓嚇粧酌輸瑠賊ヤ

年
九
月
の
デ
ー
タ
ー
に
よ
る
と
、

医
療

法
第

一
条
に
基
づ
く
病
院
は
、

美
浜
町
、

名
田
庄
村
、

大
飯
町
を
除
い
た
五
市
町

に
あ
り
、

施
設
数
は
十
三
施
設
で
病
床

数
は
二
千
百
五
十
六
床
と
な

っ
て
い

る
。
う
ち

一
般
病
床
に
か
か
る
施
設
は

十
施
設
で

一
千
四
百
四
十
床
と
な

っ
て

お
り
、

若
狭
地
方
の
占
め
る
割
合
は
、

約
十
五
％
で
あ
る
。

②
現
在
、

県
で
は
第
二
次
嶺
南
版
の
保
健

医
療
計
画
を
策
定
中
で
あ
り
、

特
に
医

療
体
制
の
整
備
に
か
か
る
重
点
施
策
の

中
で
、

公
立
小
浜
病
院
を

へ
き
地
中
核

病
院
と
し
て
充
実
さ
せ
る
こ
と
、

ま
た

医
療
法
に
基
づ
く

一
般
病
床
の
不
足
対

策
の
必
要
性
を
明
記
し
て
い
る
。

一
般
病
床
や
療
養
型
の
増
床
機
運
が

高
ま

っ
て
い
る
中
、

平
成
十
二
年
四
月

に
は
公
立
小
浜
病
院
老
人
保
健
施
設
が

オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
伴

い
、

こ
の
施

設
が
ど
の
よ
う
な
作
用
を
呆
た
す
か
な

ど
の
見
極
め
も
必
要
で
あ
り
、

今
後
関

係
機
関
と
情
報
の
交
換
や
意
見
交
換
を

交
え
る
な
ど
し
て
検
討
を
加
え
た
い
。

③
公
立
小
浜
病
院
は
、

県
内
で
唯

一
の
ヘ

き
地
中
核
病
院
と
し
て
の
指
定
を
受
け

て
お
り
、

へ
き
地
住
民
の
医
療
、

保
健

を
へ
き
地
以
外
の
住
民
同
様
に
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
な
使
命

と
役
割
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

②
行
財
政
改
革
の
取
組
み
姿
勢
に
つ
い
て

③
平
成
十
一
年
度
予
算
編
成
方
針
に
つ
い

てＡ
的り前げ例ゆ様ッヴ能静離厳海綻

こ
と
で
あ
り
、

公
約
を
実
現
す
る
こ
と

で
あ
る
。

具
体
的
に
は
近
畿
自
動
車
道

敦
賀
線
、

リ
ゾ
ー
ト
ラ
イ
ン
鉄
道
の
建

設
、

小
浜
線
電
化
、

老
人
保
健
施
設
や

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、

そ
の
他
産
業

の
活
性
化
や
生
活
関
連
基
盤
の
整
備
、

教
育
文
化
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
広
域
的
な
も
の
か
ら
地
域
に
密

着
し
た
も
の
な
ど
様
々
で
あ
る
が
、　

一

つ
ひ
と
つ
実
現
す
る
こ
と
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
発
揮
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

②
地
方
の
事
務
事
業
を
進
め
る
た
め
に
重

要
な
こ
と
は
、

行
政
の
効
率
化
を
進
め

る
こ
と
で
あ
り
、

職
員
が
コ
ス
ト
意
識

を
持
っ
て
行
政
運
営
に
望
む
こ
と
で
あ

る
。

徹
底
し
た
歳
出
の
削
減
を
行
い
、

行
政
の
無
駄
を
省
く
よ
う
努
め
た
い
。

更
に
、

民
間
の
経
済
性
、

能
率
性
、

競

争
性
に
よ
っ
た
方
が
、

コ
ス
ト
削
減
に

つ
な
が
る
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
、

民

間
委
託
も
視
野
に
入
れ
、

積
極
的
に
歳

出
削
減
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

地
方
分
権
の
推
進
に
伴
い
、

地
方
公
共

団
体
自
ら
が
施
策
や
実
施
方
法
を
考
え

て
行
政
運
営
に
当
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、

職
員
の
意
識
改
革
や
資
質
の
向

上
の
た
め
、

職
員
研
修
の
充
実
も
必
要

で
あ
る
。

組
織

，
機
構
に
つ
い
て
も
住

民
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
も
の
と
な
る
よ

う
弾
力
的
に
整
理
再
編
を
進
め
、

人
員

配
置
の
面
に
お
い
て
も
限
ら
れ
た
人
数

で
最
大
の
効
果
が
発
揮
で
き
る
よ
う
考

え
て
い
る
。

③
本
年
度
か
ら
財
政
再
建
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、

平
成
十

一
年
度
は
さ
ら
に
厳

し
い
も
の
が
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
市
政
の
重
要
課
題
に
対
処
す
る

た
め
に
は
、

徹
底
し
た
行
財
政
改
革
に

取
り
組
む
な
ど
経
費
支
出
の
効
率
化
に

徹
す
る
と
と
も
に
、

限
ら
れ
た
財
源
の

重
点
的
か
つ
効
率
的
な
配
分
に
努
め
る

必
要
が
あ
り
、

次
の
よ
う
に
予
算
編
成

方
針
を
走
め
た
。

ア
　
限
ら
れ
た
財
源
を
次
の
重
要
施
策
事

業
に
重
点
的
に
配
分
す
る
。

一
．

交
通
体
系
の
整
備

二
。

生
活
環
境
の
整
備

三
．

健
康
づ
く
り
の
推
進

イ
　
財
政
再
建
実
施
事
項
に
基
づ
き
行
政

運
営
の
効
率
化
、

行
政
組
織
の
簡
素
合

理
化
を
図
る
。

ウ
　
投
資
的
経
費
は
振
興
計
画
に
基
づ
き

予
算
計
上
す
る
。

工
　
市
民
の
高
度
化

・
多
様
化
し
た
ニ
ー

ズ
や
新
た
な
行
政
課
題
に
的
確
に
対
応

す
る
た
め
に
、

行
政
関
与
の
必
要
性
、

受
益
と
負
担
の
公
平
確
保
、

行
政
効
率
、

効
果
な
ど
を
検
討
し
つ
つ
事
務
事
業
の

見
直
し
を
行
う
。

オ
　
公
共
下
水
道
、

農
業
集
落
排
水
、

漁

業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て
は
、

今
後

も
推
進
す
る
が
、　

一
般
会
計
か
ら
の
繰

出
金
を
抑
制
す
る
施
策
を
講
じ
る
。

以
上
、

五
項
目
の
内
容
を
中
心
に
市

政
に
対
す
る
市
民
の
期
待
に
応
え
る
よ

う
、

行
財
政
運
営
の
簡
素
合
理
化
を
推

進
す
る
。

小浜市企業団地

公立小浜病院
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Ｑ
∽数錠
欝
弱
いイ鴫中
擢
欲

め
の
行
革
か

②
重
要
施
策
事
業
に
つ
い
て

Ａ
的輸
搬
略
竪
難
雅
府液帥融

を
明
確
に
示
し
、

そ
れ
を
実
現
す
る
施

策
を
提
示
し
て
、

市
民
と
と
も
に
二
十

一
世
紀
に
さ
わ
や
か
に
躍
動
す
る
小
浜

市
を
つ
く
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

そ
の
た
め
の
小
浜
市
行
政

改
革
実
施
計
画
を
と
り
ま
と
め
た
と
こ

つ
で
あ
る
。
こ
の
実
施
計
画
で
は
、

「内
部
経
費
の
徹
底
し
た
見
直
し
」
「行

政
の
守
備
範
囲
の
確
立
」
「
コ
ス
ト
意

識
の
醸
成
」
の
三
点
を
具
体
的
な
柱
と

し
て
い
る
。

行
政
改
革
は
職
員
の
意
識

改
革
と
資
質
の
向
上
が
第

一
で
あ
り
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
は
あ
る
が
、

積
極
的
に
職
員
研
修
を
進
め
る
な
ど
取

り
か
か
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
か
か

り
、

無
駄
を
省
い
た
ス
リ
ム
な
役
所
づ

く
り
を
進
め
た
い
。

②
平
成
十

一
年
度
の
主
要
事
業
と
し
て

は
、

特
に
交
通
網
体
系
の
整
備
、

生
活

環
境
の
基
盤
整
備
、

健
康
づ
く
り
の
推

進
な
ど
に
重
点
を
お
き
各
種
事
業
を
実

施
す
る
。

具
体
的
に
は
、

交
通
網
体
系

の
整
備
で
は
小
浜
線
電
化
、

琵
琶
湖

・

若
狭
湾
リ
ゾ
ー
ト
ラ
イ
ン
建
設
に
向
け

た
基
金
の
積
立
、

近
畿
自
動
車
道
敦
賀

線
、

若
狭
西
街
道
、

臨
港
線
、

水
取
大

橋
、

九
山
奈
胡
線
の
整
備
等
の
事
業
を

計
画
し
て
い
る
。

生
活
環
境
基
盤
の
整

備
に
つ
い
て
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

建
設
、

公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水

等
の
整
備
を
計
画
し
て
お
り
、

市
民
生

活
の
向
上
の
た
め
に
諸
施
策
を
推
進
し

た
い
。
ま
た
、

健
康
づ
く
り
の
推
進
と

し
て
、

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し

た
東
小
浜
駅
周
辺
整
備
事
業
、

老
人
保

健
施
設
や
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の

建
設
な
ど
二
十

一
世
紀
に
向
け
た
高
齢

化
社
会
へ
の
対
応
に
努
め
る
。

Ｑ
難
鶴
隣
沖睡
覇
鉱
組

み
に
つ
い
て

②
平
成
十

一
年
度
主
要
事
業
等
予
算
の
見

通
し
に
つ
い
て
！

Ａ
戦
甥
駒数錨
駈
難
供

二
．

一
％
か
ら
平
成
九
年
度
九
十
五
．

一
％
と
財
政
構
造
の
硬
直
化
が

一
層
深

刻
さ
を
増
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

平

成
十
年
か
ら
財
政
再
建
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
さ
ら
に
平
成
十

一
年
度
は
行
政

改
革
大
細
の
検
証
を
ふ
ま
え
た
財
政
再

建
実
施
事
項
に
基
づ
き
、

経
常
経
費
の

削
減
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

限
ら
れ

た
財
源
を
市
の
重
要
施
策
に
重
点
的
に

配
分
す
る
。
ま
た
今
後
の
財
政
計
画
に

つ
い
て
平
成
十
七
年
度
ま
で
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

財
政

再
建
実
施
項
目
に
基
づ
き
人
件
費
の
抑

制
、

特
別
会
計

へ
の
繰
出
金
の
抑
制
、

補
助
金
の
見
直
し
が
達
成
さ
れ
れ
ば
、

財
政
危
機
を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
、

平
成
十
七
年
度
か
ら
は
公
債
費

も
大
幅
に
減
少
し
、

健
全
な
財
政
運
営

が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

②
次
の
三
点
を
平
成
十

一
年
度
の
主
要
事

業
と
し
た
い
。　

一
つ
目
は
交
通
網
体
系

の
整
備
で
、

近
畿
自
動
車
道
敦
賀
線
の

整
備
事
業
、
リ
ゾ
ー
ト
ラ
イ
ン
鉄
道
新

設

・
小
浜
線
電
化
促
進
事
業
、

広
域
営

農
団
地
農
道

（若
狭
西
街
道
）
整
備
事

業
、

二
つ
目
は
生
活
環
境
の
整
備
で
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
、

公
共

下
水
道
、

農
業
集
落
排
水
事
業
、

漁
業

集
落
排
水
事
業
、

三
つ
日
は
、

健
康
づ

く
り
の
推
進
で
、

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業
、

介
護
保
険
整
備
事
業
な
ど

で
、

こ
れ
ら
事
業
に
重
点
的
に
財
源
を

配
分
す
る
方
針
で
あ
る
。

Ｑ
製
諏
鰺斃
穀駆
輝幹
る。

②
対
象
者
数
に
つ
い
て

③
発
行
額
の
規
模
に
つ
い
て

④
実
施
時
期
に
つ
い
て

⑤
使
用
範
囲
に
つ
い
て

⑥
対
象
者
、

広
報
の
方
法
に
つ
い
て

⑦
準
備
状
況
に
つ
い
て

③
地
域
独
自
の
商
品
券
の
発
行
に
つ
い
て

Ａ
鞄制翻赫搬勝は
一付つ事蝶榔Ｆ卿つ

位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
、

個
人
消
費

を
喚
起
し
、

地
元
商
店
街
な
ど
地
域
経

済
の
活
性
化
に
資
す
る
た
め
に
行
わ
れ

る
事
業
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

比
較

的
可
処
分
所
得
の
少
な
い
方
々
の
購
買

力
が
増
加
す
る
こ
と
。
ま
た
使
用
期
間

を
六
ヶ
月
と
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
ヶ
短

期
間
に
消
費
を
拡
大
し
、

景
気
回
復
に

役
立
つ
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

②
基
準
日
が
平
成
十

一
年

一
月

一
日
で
あ

る
こ
と
か
ら
概
ね
の
数
と
な
る
が
、

十

五
歳
以
下
の
対
象
児
童
が
五
千
八
百
四

十
人
、

平
成
十
年
度
分
の
個
人
市
民
税

の
非
課
税
要
件
を
満
た
し
て
い
る
六
十

五
歳
以
上
の
人
が
二
千
九
百
二
十
人
、

そ
の
他
、

老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
者
等

が
八
百
四
十
人
で
合
計
九
千
六
百
人
前

後
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

③

・
④

一
人
二
万
円
を
交
付
す
る
こ
と
に

よ
り
、

本
市
の
発
行
額
は
、

お
よ
そ

一

億
九
千
二
百
万
円
と
な
る
。

実
際
に
申

請
お
よ
び
交
付
を
行
う
時
期
は
平
成
十

一
年
三
月
中
旬
以
降
に
な
る
予
定
で
あ

Ｚ
つ

。

③

・
⑥

・
⑦
使
用
で
き
る
店
舗
等
は
市
内

の
業
者
で
、

募
集
に
よ
り
決
定
す
る
が
、

基
本
的
に
は
日
常
的
な
小
売
業
、

飲
食

店
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、

理
容
、

美
容
、

旅
館
、

医
療
業
等
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
業
、

運
輸

・
通
信
業
等
を
幅
広
く
対
象
と
す

る
。
ま
た
、

広
報
お
ば
ま
、

チ
ャ
ン
ネ

ル
０
等
を
利
用
し
て
随
時
お
知
ら
せ
す

Ｚ
つ
。

③
本
市
独
自
の
商
品
券
の
発
行
に
つ
い
て

は
、

換
金
方
法
、

業
者
選
定
、

印
刷
方

法
、

保
管
方
法
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ

り
、

実
施
に
は

一
層
の
検
討
が
必
要
で

あ
る
。

〔ｕ姉輛鞄つ活性化についてお尋ね

①
都
市
計
画
と
景
観
に
つ
い
て

②
観
光
行
政
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

Ａ
埋
鞠
数
聯
柳
挙
誤

辺
の
自
然
な
ど
と
の
調
和
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、

「
優
し
さ
」
や

「
ゆ
と
り
」

と
い
う
よ
う
な
質
的
な
面
を
重
視
し
た

都
市
計
画
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
た
め
、

近
代
的
な
利
便

性
を
重
視
し
た
機
能
を
備
え
る
と
と
も

に
、

地
域
の
環
境
や
歴
史
風
土
に
調
和

し
た
形
態
、

意
匠
等
の
景
観
を
考
慮
し
、

「質
の
高
い
快
適
な
生
活
の
で
き
る
魅

力
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

景
観
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

小
浜
市

景
観
づ
く
り
基
本
計
画
に
よ
り
、

豊
か

な
自
然
と
由
緒
あ
る
歴
史
を
景
観
資
源

に
し
て
、

小
浜
ら
し
い
ま
ち
の
表
情
づ

く
り
が
必
要
で
あ
り
、

施
策
の
一
つ
と

し
て

「お
ば
ま
ま
ち
景
観
甚

を
設
け
、

景
観
に
優
れ
た
建
造
物
や
活
動
を
表
彰

し
て
い
る
。

②
本
市
に
は
優
れ
た
歴
史
遺
産
や
豊
か
な

自
然
等
多
く
の
観
光
素
材
が
あ
り
、

四

季
を
通
じ
て
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

本
市
の
観
光

客
は
こ
こ
数
年
減
少
が
続
き
、

そ
の
対

策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

平
成
十
年
度

か
ら

「若
狭
小
浜
と
ら
ふ
ぐ
王
国
」
を

開
国
し
、

味
覚
、

歴
史
、

文
化
を
活
か

し
た
新
た
な
観
光
活
性
化
策
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

近
年
の
旅

行
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し
て
お
り
、

体
験

や
参
画
型
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

研
ぎ

箸
、

紙
す
き
、

釣
堀
な
ど
本
市
の
特
色

を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
観
光
地
と
な
る

よ
う
取
り
組
み
た
い
。

若狭西街道

クリーンセンター建設工事



一眈
慾
押
議
会
で
も
行
財
政
改
革
を
検
討
ゴ

轟骰
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社
会
経
済
情
勢
の
大
き
な
変
化
と
地

方
分
権
の
進
展
に
対
応
す
る
た
め
、

市

議
会
に
お
い
て
も
、

「議
会
の
機
能
を

充
実
し
、

議
会
活
動
を
活
性
化
す
る
た

め
の
具
体
的
方
策
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
」
、

「市
民
に
開
か
れ
た
議
会
と
す
る

た
め
に
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
、

さ
ら

に

「財
政
面
に
お
け
る
縮
減
策
は
な
い

か
」
等
々
検
討
を
す
べ
く
、

期
別
の
代

表
八
人

（別
掲
）
に
よ
る

「小
浜
市
議

会
行
財
政
改
革
検
討
委
員
会
」
を
設
置

し
、

昨
年
四
月
か
ら
九
回
の
会
議
を
重

ね
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
ず
、

機
能
充
実
、

活
動
の
活
性
化

を
図
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
右
記
フ

ロ
ー
図
を
作
成
し
、

各
項
目
に
つ
い
て

現
状
把
握
、

他
市
と
の
比
較
を
し
な
が

ら
実
証
論
的
に
展
開
、

こ
の
検
討
結
果

の
報
告
が
昨
年
十
二
月
の
議
会
全
員
協

議
会
で
さ
れ
ま
し
た
０
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

■
常
任
委
員
会

　

　

・

申
し
合
わ
せ
に
よ
り
任
期
を

一
年

と
し
て
い
ま
し
た
が
、

予
算

・
決
算

に
わ
た
る
審
議
の
関
係
か
ら
二
年
に

す
べ
き
と
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

■
テ
レ
ビ
放
映

市
民
へ
で
き
る
だ
け
広
範
囲
の
議

会
公
開
が
必
要
と
の
観
点
か
ら
、

本

会
議
の
全
体
を
公
開
し
、

理
事
者
の

提
案
、

委
員
長
報
告
等
採
決
ま
で
、

ど
う
い
う
理
由
で
提
案
さ
れ
、

ど
う

審
議
し
て
如
何
に
採
決
し
た
か
と
い

う
事
が
解
か
り
や
す
い
よ
う
に
放
映

を
充
実
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

委

員

長

木

橋

正

昭

副
委
員
長
　
石

野
　
　
保

委
　

員
　
岡
　
　
泰

宏

ク
　

山

口

貞

夫

ク
　

山

崎

勝

義

ク

　

岡

尾

正

雄

″
　

野

村

定

彦

ク
　
　
村

上
　
一一　
司

こ
の
こ
と
は
既
に
昨
年
十
二
月
議

会
か
ら
実
施
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

■
議
員
定
数
の
在
り
方

地
方
分
権
の
情
勢
の
推
移
を
見
極

め
、

時
宜
を
得
て
専
門
委
員
会
を
設

け
、

定
数
、

報
酬
等
の
適
正
化
を
期

す
る
た
め
検
討
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

■
議
員
政
治
倫
理
の
確
立

公
共
事
業
等
を
め
ぐ
っ
て
議
員
が

関
係
す
る
収
賄
事
件
の
例
を

「後
車

一の
戒
め
」
と
す
る
観
点
か
ら
、

「議

員
政
治
倫
理
条
例
ま
た
は
要
綱
」
の

制
定
を
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
と
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、

昨
年
十

二
月
十
日
、

各
会
派
の
代
表
六
人
に

よ
る

「市
議
会
議
員
倫
理
条
例
等
制

定
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、

作
業
が

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

■
財
政
の
改
革

海
外
行
政
視
察
研
修
の
凍
結
、

各

種
委
員
会
等
の
行
政
祝
察
研
修
を
半

減
、

日
当
を
廃
止
す
る
な
ど
経
費
の

節
減
に
努
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

市議会の測 物 レ ロー留

本会議
全員協議会

常任委員会

特別委員会 (対策委員会)

議会運営委員会
‐部事務組合

振興協議会

議員提案

議員研修

専決処分条件
一般質問等

請願 ・陳情

会議の公開
テレビ放映

広報活動

議会費の公開

夜間 。日曜議会

議員定数の在 り方

議長の権威の高揚等

議員の審議会等への
参画の見直し

常任委員会の所管事務
調査の活発化

議会図書室の充実

議員研修内容の充実

専決処分に対する適切な対応

公社等の監視の強化

討論の活発化

請願・陳情の取扱いの改善

先夕」・前例の見直し等

議員政治倫理条例又は

要綱の制定

各種視察旅費、手当等の見直し

地方分権の推進と市議会

地方六団体の対応

議
会
活
動
と
運
営
に
つ
い
て

小

浜

市

議

会

の

在

り

方

議会の機能について

議会の公開と
情報の提供

市
議
会
の
活
性
化
に
つ
い
て

議会の機能

議会の運営

議員政治倫理の確立

財 政 の 改 革
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小浜市と隣接する町村との総合振興協議会が開催され

ました。

それぞれの協議内容については、次のとおりです。

◎小浜 ・上中総含振興協議会

〔平成10年9月1日開催 於 :上中町〕

〔協議事項〕

(1)近畿自動車道敦賀線の進捗状況と今後の計画について

(2)近畿自動車道敦賀線の地方協力について

◎小浜 。名田庄総台振興協議会

〔平成10年10月16日開催 於 :小浜市〕

〔協議事項〕      |

(1)国道162号(深谷～相生問)の道路新設促進について

(2)国道162号(湯岡橋～相生問)の改良計画について

(3)県道中井、青井線 (谷田部～滝谷間)の改良計画に

ついて

(4)主 要地方道久坂～中ノ畑～刀〈浜線の改良について

(5)南 川のアユの遡上について

◎小浜 ・大飯総含振興協議会

〔平成10年11月4日開催 於 :小浜市〕

〔協議事項〕

(1)若 狭西街道整備事業について

(2)近 畿自動車道敦賀線について

(3)小 浜線電化について

◎小浜 ・三方総含振興協議会

〔平成10年11月16日開催 於 :小浜市〕

〔協議事項〕

(1)国 道162号改良促進について

(2)広 域基幹林道若狭幹線の建設促進について

(3)近 畿自動車道敦賀線の早期建設について

(4)小 浜線の電化及び琵琶湖 ・若狭湾リゾートライン鉄道

建設促進について

(5)小 浜市 ,三方町の観光振興について

本会 議 の
テ レ ビ 激 傑

CATV(チ ャンネル0)で 本会議

を生中継、また当日の年後フ時か

らは録画再放送を行つております。

是非こ視聴ください。

市
議
会
議
員
倫
理
条
例
等

制
定
委
員
会
を
設
置

昨
年
十
二
月
に
議
会
の
行
財

政
改
革
に
関
す
る
検
討
結
果
が

報
告
さ
れ
た
中
で
、

「議
員
政

治
倫
理
条
例
ま
た
は
要
綱
の
制

定
を
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
で

あ
る
」
と
い
う
提
言
を
受
け
、

全
員
協
議
会
で
政
治
倫
理
に
関

す
る
条
例
等
を
つ
く
る
こ
と
を

確
認
し
、

制
定
委
員
会
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
倫
理
条
例
等
は
、

公
職

に
あ
る
も
の
が
自
己
の
地
位
に

よ
る
影
響
力
を
不
正
に
行
使

し
、

利
益
を
図
ら
な
い
こ
と
を

明
文
を
も

っ
て
規
制
す
る
こ
と

に
よ
り
、

清
浄
で
公
正
に
開
か

れ
た
市
政
の
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で

す
。

委
員
会
で
は
、

現
在
、

細

部
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
お

り
、

三
月
定
例
会
に
議
案
と
し

て
上
程
で
き
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
は
次
の
と
お
り
で
す
。

卜
時樺！コ
馨
！

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
は
、

教

育
の
機
会
均
等
と
そ
の
水
準
の
維
持
向

上
を
図
る
制
度
と
し
て
定
着
し
て
お

り
、

現
行
教
育
制
度
の
重
要
な
根
幹
を

な
し
て
い
る
。

し
か
し
、

政
府
は

一
九
八
五
年
度
以

降
、

教
材
費
、

旅
費
、

恩
給
費
お
よ
び

共
済
費
の

一
般
財
源
化
等
を
行
う
な

ど
、

国
庫
負
担
の
縮
減
を
行
っ
て
お
り
、

一
九
九
九
年
度
予
算
編
成
に
お
い
て

も
、

学
校
事
務
職
員
と
学
校
栄
養
職
員

の
給
与
費
等
が
国
庫
負
担
の
対
象
か
ら

除
外
さ
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い

Ｚ勺
。こ

れ
ら
職
員
の
配
置
は
学
校
運
営
に

不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、

こ
の
制
度
の

改
定
は
、

厳
し
い
地
方
財
政
を
さ
ら
に

圧
迫
し
、

義
務
教
育
の
円
滑
な
推
進
と

教
育
水
準
の
維
持
向
上
に
多
大
な
影
響

を
及
ほ
す
も
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、

政
府
に
お
か
れ
て
は
、

現

行
の
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅

持
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

以
上
、

地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す

２つ
。平

成
十
年
十
二
月
二
十

一
日

小

浜

市

議

会


